令和８年度第３回　あさご未来会議報告書
１　概要
■今回のテーマ／
若者・女性に選ばれる職場とは？～働きやすく、働きがいのある地域に～
■開催日時／令和８年８月18日（火） 13:30〜16:00
■開催場所／和田山ジュピターホール
■参加人数／46名（高校生含む）※職員除く
■講師／株式会社Will Lab 代表取締役　小安 美和 氏

２　開催目的と背景
第３回目となる今回は「職場・経済」をテーマに、企業や組織の中に根付く無意識の偏見（アンコンシャスバイアス）や、働き方における男女の役割固定、世代間ギャップについて対話を行いました。若者、女性、ベテラン層、学生、経営層など多様な立場の参加者が、それぞれの現場で感じる「モヤモヤ」を持ち寄り、持続可能で、若者や女性に選ばれ、働きがいのある職場環境のあり方について意見を交わしました。

３　各班の対話から見えた現状と課題、解決策
①　職場における役割固定とアンコンシャスバイアス（１～９班）
【現状・課題】
· 「事務・お茶出し・掃除・窓口は女性」「技術・営業・テント張り等は男性」といった、業務における性別役割分担意識が根強い。
· 「若いから・女性だから」という理由で雑務や期待が偏る一方、管理職や責任ある立場には女性が少なく、出産・育児等でキャリアが分断される構造がある。
· 時短勤務や育児休業を取得する際、周囲への気兼ねや「代わりの人がいない（属人化）」という人手不足の課題がある。また、男性の育休や生理休暇に対する周囲の理解不足・苦情といった声もあった。
【提案・解決策】
· 業務を細分化・明確化し、男女の性別ではなく適性と意欲でフラットに仕事分担を見直す。
· １時間単位の休暇制度やデジタル化・DXの推進など、誰もが休みやすく働きやすい「仕組みづくり」を行う。
· カテゴリー（男・女・若いから等）で捉えるのではなく、「一人の人間」としてお互いを見つめ、対話を重ねることが大切。


②　コミュニケーションの不足と「対話の場」の重要性（１～９班）
【現状・課題】
· 世代間や上司・部下の間で対話が不足しており、背景やしんどさが分からないまま昇格などがプレッシャーになっている。
· 「若い人の意見＝経験不足」と一蹴されたるなど、意見を言いにくい・拾ってもらえない空気感がある。
【提案・解決策】
· 役職名ではなく「さん」付けで呼ぶ関係性づくりや、日頃からの「雑談」や気軽な声掛けを大切にすることが大切。
· 匿名の意見箱の設置や、従業員の声に会社が耳を傾けるなど、改善につなげる仕組み（デジタル活用含む）を整える。
· 意見が出ても否定せず、まずは「耳を傾ける・共感する」心理的安全性の高い空気感をつくる。

４　全体発表、参加者の声、講師総括　等
■企業・実務の視点（３班・４班など）
· 「１時間単位の有給導入」などの先進的な取り組みを行うことで、男性も休みやすくなり働きがいにつながっている。
· 個人や根性論に頼るのではなく、「仕組み」を整え、対話を通じて落としどころを見つけていくことが組織と従業員双方の評価につながる。

■学生・若い世代の視点
· 田舎の企業でも生理休暇や柔軟な働き方に取り組んでいると知ることで、将来の就職先として朝来市を選択肢に入れたいと感じた。

■総括（講師・小安氏）
· 日頃から「モヤモヤ」に蓋をせず、言葉にできる職場こそイノベーションが起きやすい。家庭でも「妻にありがとう」といった小さな日常のコミュニケーションを意識するような意見があったが、職場や地域、家庭で、声を上げることから朝来市の変革につながっていく。

■おわり（商工会青年部　三宅部長）
· 世代や役職、性別を越えて多角的な価値観で話す機会は非常に貴重。分かっていても踏み込みにくい課題に対し、こうして一歩を踏み出して取り組む朝来市の今後に期待したい。
